
災害時に自分や大切な家族を守るのは知識と備え
です。防災は日常に転がっており、生活と密接に
つながっています。防災を難しく考えず、簡単な
日常の行動と結び付けて取り組んでいきませんか。

【問い合わせ　地域安全課（☎㉒7444）】

日常防災
Everyday disaster prevention

いまからできる！

　羽咋市内の宿泊施設に宿泊した人全員に地
域商品券3,000円分をプレゼントするキャン
ペーンを開始しました。
　食事やお土産購入、観光タクシーでの観光
地周遊などに利用できます。
対象　令和４年10月30日㈰までにチェック
インした人
※宿泊者一人一人が対象です
内容　市内約250店舗で使える「UFO商品
券」 3,000円分を漏れなく進呈します
※宿泊料には使用できません
　藤岡市の皆さん、夏や秋の旅行にぜひ羽咋
市にお越しください。

羽咋市宿泊キャンペーン

羽咋に泊まってお得な’22!!
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～藤岡の文化を探る
～

【問い合わせ 文化財保護課（☎㉓5
997）】

No.76
伊勢神宮のお札配りの拠点
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固定電話が使えなくなる？
ＩＰ網への移行に便乗した勧誘に注意！

　大手電話会社の子会社を名乗る業者から
「令和６年にアナログ回線がなくなるため、

今の電話が使えなくなります。光回線に切り替え
ませんか。光回線に切り替えするには工事料が発
生しますが、今だと工事料は無料です」という電
話がかかってきた。不審に思い断ったが、この業
者の言ったことは本当なのですか。

電話サービスのために用いられてい
る公衆交換電話網の設備が令和７年

ごろに維持限界を迎えることから、ＮＴＴ東
日本およびＮＴＴ西日本は令和６年１月以降、
固定電話のＩＰ網への移行に伴い局内設備
の切り替えを予定しています。切り替え移行
後も現在使用中の電話機や電話番号はその
まま使用することができ、設備切り替えに伴
う手続きや工事も不要です。この設備切り
替えに便乗し、固定電話や固定電話の番号
が使えなくなると言って、光回線契約などの
勧誘があるので十分注意しましょう。分から
ない場合は、その場で返事はせず家族や周
囲の人に相談し、電話会社にも問い合わせ
ましょう。

消費生活の相談は市消費生活センター　☎fax兼用⑳1133（来庁相談要予約）　相談時間  平日午前9時～午後4時

子どものための防災を！

　家庭での防災について考えるときは、子ども
の立場で対策を講じておく必要があります。
①抱っこひも＝避難に当たり、がれきが散乱す
る道路や人混みの中、ベビーカーでの移動は困
難です。両手が自由になる抱っこひもを準備し
ておきましょう。また「前抱っこ」にすれば、
子どもの頭を守りやすくなります
②ネームタグ＝子どもとはぐれてしまった時に
備え、血液型や緊急連絡先などを書いたネーム
タグを付けましょう
③お気に入りのおもちゃ＝災害時に子どもは、
いつもと異なる環境で不安定になりがちです。
そんな時には、いつも使っているおもちゃが安
心感につながります。防災バッグに子どもの好
きなおもちゃも入れておきましょう
④ベビー用品＝おむつ・おしりふき・肌着・ベ
ビーフードなどは多めに買っておきましょう。
救援物資が届くまでの目安として、最低限３日

分を用意しておきます。おしりふきは、大人が
体を拭くことにも使用できて便利です
⑤子ども部屋＝子ども部屋は物が密集しやすく、
災害時の危険が多く潜んでいます。机の下には
物を置かず、すぐに逃げられるスペースを確保
しておきましょう。また大きな家具などは固定
しておきましょう
⑥行き先を確認する＝災害時は携帯電話での連
絡ができなくなる可能性があります。子どもの
外出時には「行き先」「誰と会うか」などを確認
する習慣を付けましょう

　江戸時代、お伊勢参りの大流行で全国から参
詣者が訪れていた伊勢神宮。その一方で神宮は、
毎年新たなお札を全国に届けていました。
　神宮の近くの町には、参詣者の宿泊や祈願の
世話をする御

おん

師
し

と呼ばれる宗教者たちがいまし
た。御師は手

て

代
だい

を何人も抱えていて、毎年、手
代を全国津々浦々へ数カ月にわたるお札配りの
旅に出していました。手代はお札の他に伊勢で
用意した茶や箸などのお土産を携え、お札配り
に便宜を図る人たちへ付け届けしつつ、村々を
通行していきます。こうしたお札配りの拠点と
して、各地には「伊勢殿」が作られました。
　こうした伊勢殿が江戸時代、藤岡地域にあっ
たことが確認できます。地域に残る古文書によ
ると、嘉永６（1853）年12月９日、お札配りの
手代一行が「藤岡伊勢殿」から出発して鬼石村
に向かい、鬼石村で人足25人と馬２匹を集めて
譲原村に移動しました。出発地である「藤岡伊

勢殿」にも20～30人と馬が集まり、鬼石村へ向
かったはずです。このような人馬の数を必要と
したことに驚かされます。譲原村に着くと、そ
こに集められた25人と馬２匹と交替し、手代は
さらに保美濃山村へ向いました。人馬を替えな
がら最終的に楢原村（現在の上野村楢原）にま
で行っています。
　さてこの古文書に出てくる「藤岡伊勢殿」の
場所は現在では不明です。他地域の例では、現
在の神明社が当時の伊勢殿であることが多くあ
ります。かつ
て荷物や人足
が集まったと
いう伝えのあ
る神明社が、
皆さんの近く
にありません
か。

藤岡伊勢殿から出された手代の先触れ
の写し（県立文書館寄託文書）

羽咋市宿泊キャンペーンの詳
細は羽咋市のホームページを
ご覧ください
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